
令和４年11月22日（火）、北海道登別明日中等教育学校を会場に「『教科・科目におけ

る探究的な学び（主体的・対話的で深い学びの充実）』及び『ICT（一人一台端末）を活用し

た効果的な学習指導』」をテーマとして道南・外国語の授業研究セミナーを開催しました。

道南ブロックの各管内から27名（集合20名・オンライン７名）の参加がありました。

本講座の実施内容等を紹介しますので、授業改善の参考として御活用いただければと

思います。

【学習指導案検討会】

本セミナーの研究授業の実施に向け、道立高校教諭４名、道教委指導主事・研究研修主

事３名、から成る「授業研究チーム」を編制し、オンラインで学習指導案の検討を３回実

施しました。学習指導案検討会での協議の中心は、パフォーマンステストの内容及びそれ

に付随した単元計画の作成でした。また、単元計画を作成していく上で、どのような内容

の授業を授業研究セミナ－当日に行うべきか、議論を深めました。

さらに、担当指導主事が直前の授業を見学させていただくことで、授業者と話し合いな

がら、授業研究セミナー当日の指導案を微調整し、最終的なものを完成させました。
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【研究授業】北海道登別明日中等教育学校 山岸 充明 教諭

コミュニケーション英語Ⅱ 「Lesson 7 The Power of Color」において、「効果的

な配色について考え、その理由およびそれによって期待される効果について表現すること

ができる」ことをねらいとして、５回生Ａ組（35名）を対象に研究授業を行いました。

この授業の中では、山岸教諭が、生徒同士のコミュニケーションを発展させるための方

策を工夫したり、その場に応じた発問を工夫したりする

ことで、生徒が活き活きと英語を使用している姿が見ら

れました。

また、山岸教諭は、GoogleFormsの質問機能を使って

生徒の考えを全体に共有したり、うまく表現するための

ヒントとなるような資料を提示したりするなど、ＩＣＴ

を効果的に活用していました。

学習指導案 ＱＲコード

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ibk/koukouhan.html


【研究協議】

研究授業実施後に、「単元指導案及び指導案の改善について」及び「ＩＣＴの活用につ

いて」を柱に研究協議を行いました。

「単元指導案及び指導案の改善について」では、参加者から、前時の授業内容について

の質問やパフォーマンステストの内容についての意見が出ました。

また、「ＩＣＴの活用について」では、

参加者が日頃活用しているGoogleClassr

oom内の機能を紹介したり、山岸教諭が

授業内で活用したアプリの詳細説明をした

りするなど、効果的な情報交換及び活発な

協議をすることができました。

【参加者の声】

○ 主体的に生徒が取り組む時間を確保するために、教科書を効果的かつ効率的に活用するこ

とが大切だとわかった。

○ ICTを活用し、クラス全体で意見を共有しており、大変参考になった。

○ 本日のプログラムの一つ一つ全てが、本当に有意義で、今後自分が何を意識すべきでどの

ように授業改善に取り組むべきか、より明確にすることができた。

○ 実際に、生徒たちが主体的・対話的な学びをしている授業の様子を見て、何が主体的で深

い学びにつながるのかを具体的なイメージすることができました。

○ 学校全体として、探究的な学習を含めた年間計画の作成ができていないため、本日学んだ

ことを生かし、自分が中心となって、探究的な学習を推進していきたいです。

【アンケートの結果（一部）】

１ 教科における「探究的な学び」又は「主体的・対話的で深い学びの充実」に関する理

解は深まりましたか。

・おおいに深まった 52.6% ・深まった 47.4%

２ 「 ICT（一人一台端末）を活用した効果的な学習指導」に関する理解は深まりましたか。

・おおいに深まった 57.9% ・深まった 42.1%

３ 今回の授業研究セミナーは、あなたの今後の授業改善に役立ちますか。

・おおいに役立つ 63.2% ・役立つ 36.8%


